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１．岩手大学の概要〈沿革〉

盛岡高等農林学校 設置

国立大学法人岩手大学に移行

1876

2004

1949 岩手大学
４校を母体として新生国立大学として発足
学芸学部 工学部 農学部

盛岡師範学校 設置

1965年頃の大学全景

現在の学生センター

1902

1921

1939

岩手県立実業補習学校教員養成所 開設

盛岡高等工業学校 設置

人文社会科学部 設置1977

2016 理工学部 設置

創建当時の盛岡高等農林学校本館

2025 獣医学部 設置
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１．岩手大学の概要

地域活性化の中核的拠点と
して教育・研究・社会貢献活
動を推進
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１．岩手大学の概要〈岩手大学ビジョン2030〉

岩手大学ビジョン2030

岩手大学は、よりよい未来を創造する「地域の知の府」「知識創造の
場」として、地域に頼られ、尊敬され、愛される大学となる。

行動規範
共考と協創（共に考え、協力して創る）
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１．岩手大学の概要〈岩手大学ビジョン2030〉
研究目標:教員の自由で優れた研究成果を創出するための制度設計

や施設整備を実施し、基礎研究を含めた大学全体として
の研究力を向上する

教育目標:グローバル化が進展する時代において「多文化共生社
会」の実現に貢献し、予測不能な時代の諸課題に対応で
きる人材を育成する

その他目標:上記目標の達成に向けた経営を実現する

社会貢献目標:地域社会との対話により、時代とともに変わる地域
への理解を深め、人材育成と研究成果の活用を通じて地
域社会や地域企業が抱える課題の解決に貢献する

職場環境目標:学生と共によりよい未来を創造する協同体となるた
め、教職員が成長し、自己実現を図ることができる職場
環境をつくる

■戦略１：教養教育のミッションを再定義
（リテラシー、社会人基礎力、専門教育との有機的接続）

■戦略２：ワンキャンパスを活かした教育の実施
（分野横断・文理融合教育）

■戦略３：学生が主体的に学ぶカリキュラムの構築
■戦略４：社会とのかかわりの中で学ぶ実践的教育を含む多様な学習

環境の整備
■戦略５：グローバル化に対応した能力を身に付けた高度専門職業人

の育成
■戦略６：学生の学びをサポートする体制の整備

（キャリアコーディネートなど）

■戦略１：長期的な視野で真理の探究を行うことができる環境の構築
（教員の自由な発想を重視）

■戦略２：地域的特徴を生かした岩手大学ならではの研究の実施
（岩手の歴史文化や東北地域の資源の活用）

■戦略３：大型外部資金等を活用した先導的研究の推進
■戦略４：研究意欲のある教員のサポート体制の充実
■戦略５：若手研究者の研究力向上のための体制の構築

（柔軟な発想・思考の醸成）

■戦略１：地域社会との対話の場の構築
（いわて高等教育地域連携プラットフォームの活用）

■戦略２：地方国立大学の責務として、地域の未来を担う人材の育成
（レジリエント人材の育成・輩出）

■戦略３：地域ニーズを踏まえた質の高い教育機会の提供
（リカレント教育）

■戦略４：研究成果を活用し、地域社会や地域企業が抱える課題解決
に貢献（研究成果の社会実装）

■戦略１：全教職員が絶えず成長し、自己実現できる職場環境の構築
（FD、SD）

■戦略２：働き方改革による創造的な職場環境の実現
（デジタル化推進による業務効率化等）

■戦略３：多様性（ダイバーシティ）を踏まえた人事方針の策定
■戦略４：教職員のモチベーションを高める環境の構築

（厳正かつ公正な業績評価と処遇改善）

■戦略１：経営及び教学に関する責任を明確にしたガバナンス体制の構築
■戦略２：政策や社会状況に影響されない自立した財務体質の構築
■戦略３：ステークホルダー（学生や社会など）との対話を大学経営に反映
■戦略４：IR（Institutional Research）の活用とDX（Digital Transformation）の積極的推進
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１．岩手大学の概要〈組織〉

学部

大学院

教育研究施設

教育研究基盤施設

教育研究支援施設

特定事業推進室

・人文社会科学部 ・教育学部 ・獣医学部
・理工学部 ・農学部

・総合科学研究科（地域創生、総合文化学、理工学、農学 専攻）
・教育学研究科（教職大学院）
・理工学研究科 ・獣医学研究科 ・連合農学研究科

・地域防災研究センター ・平泉文化研究センター
・三陸水産研究センター ・ものづくり技術研究センター
・次世代アグリイノベーション研究センター
・分子接合技術研究センター

・図書館 ・保健管理センター
・情報基盤センター ・国際教育センター

・教学マネジメントセンター ・地域協創教育センター
・教員養成支援センター ・研究支援・産学連携センター
・ＲＩ総合実験センター

・地域社会教育推進室 ・環境マネジメント推進室
・評価室 ・ダイバーシティ推進室
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新幹線乗車時間
（盛岡駅発）
・新青森 ６６分
・八 戸 ２７分
・秋 田 ９３分
・仙 台 ３９分

１．岩手大学の概要〈上田キャンパス〉

☆学生数（R7.5.1現在）

学部 4,619

大学院 876

☆教職員数（R７.5.1現在）

役員 9

教員 3５６

附属学校教員 84

事務職員 181

技術系職員等 71
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１．岩手大学の概要〈釜石キャンパス〉

総合教育研究棟(水産系)
（R1.7～）

三陸水産研究センター
（H25.5～）

整備された総合教育研究棟（水産系） 総合教育研究棟にある水産実験室

【総合教育研究等（水産系）】

全国初となる地方公共団体からの補助金を活用しての新築の教育施設の整備

（岩手県及び釜石市の補助金と文部科学省の施設整備費補助金によって整備）
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１．岩手大学の概要〈地域協創教育センター〉
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１．岩手大学の概要〈岩手大学が目指す大学像〉

３

２

１

地域に根差して、世界に羽ばたく存在感のある大学
～Glocal（Global+Local)な視点を持った大学～

様々な分野で地域を先導し、地域を変革していく大学

岩手大学のIdentityを確立し、卒業生が誇れる大学



２．事務組織及び業務内容
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令和７年４月～
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１．事務組織及び業務内容〈上田キャンパス〉

部局 課・室 グループ 主な業務

学務部 学務課 教養教育・教務企画グループ 教養教育、教育推進機構、入学前教育

教務情報グループ 学業成績、学務情報、証明書

専門教育グループ
学部教育、大学院教育、教員養成支援センター各種会議、免許更新講
習

地域協創教育課 地域協創教育グループ 地域協創教育の企画・実施

キャリア教育グループ キャリア教育、キャリア形成支援

学生支援課 総務グループ 学務部事務の総括・連絡調整、後援会

奨学グループ 授業料免除、奨学金、学生特別支援室

課外活動グループ 課外活動・サークル、学生の事件・事故

寮務グループ 学生寮

入試課 入試グループ 入試関係、入学手続き、オープンキャンパス

国際課 国際連携・教育グループ 国際交流、外国人留学生、日本人学生派遣

研究・地域連携部 研究・地域連携課 総括・企画グループ 遺伝子組換実験、研究用微生物取扱、動物実験、RI総合実験センター

地域連携推進グループ 地域防災研究センター、地域社会教育推進室

研究支援課 産学連携・知財グループ
共同研究、受託研究、受託事業、奨学寄附金、発明等知的財産、研究
支援・産学連携センター

科研費グループ 科学研究費助成事業、各種補助金

釜石キャンパス事務室 釜石キャンパスグループ 釜石キャンパス、三陸水産研究センター
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部局 課・室 グループ 主な業務

法人運営部 総務広報課 総務グループ 全学行事、式典、全学会議、秘書、文書管理、情報公開、名義使用、危機管理

広報グループ 広報、マスコミ取材、ホームページ、同窓会

人事課 人事グループ 採用、退職、研修、評価（教員・人事）

職員グループ 勤務時間、休暇、兼業、安全衛生管理、保育園

給与・共済グループ 給与関係（支給・税金・マイナンバー）、共済組合（組合証・年金）、社会保険

学術情報課 総務グループ 図書館総務（施設管理・人事管理等）、ミュージアム関連

図書館資料管理グループ 資料の受入・登録、リポジトリ

図書館利用サービスグループ 資料の閲覧・貸出、文献複写・相互貸借、館内案内、リファレンス

情報企画グループ 情報化、情報セキュリティ監査

情報支援グループ シンクライアント、サイボウズガルーン

情報基盤運用グループ 教育・研究システムの利用に関すること

財務課 財務総括グループ 財務、事務局公用車、宿泊施設

予算・決算グループ 予算・決算、債権・債務

経理課 経理グループ 授業料納付、旅費、謝金

調達グループ 支払関係

施設課 施設整備グループ
建築（床、壁、天井、建具）・土木（道路等）の新設・保守・点検、不動産管理
業務

施設環境保全グループ 電気設備・機械設備の新設・保守・点検、防火・防災管理業務

基金室 基金グループ イーハトーヴ基金

人文社会科学部 人文社会科学部事務部 学部運営グループ 人文社会科学部事務全般

教育学部
教育学部事務部 学部運営グループ 教育学部事務全般

附属学校事務室 附属学校グループ 幼稚園、小学校、中学校、特別支援学校関係全般

理工学部 理工学部事務部 学部運営グループ 理工学部事務全般

農学部 農学系事務部 学部運営グループ 農学部・獣医学部事務全般

連合大学院グループ 連合農学研究科関係全般

獣医学部 寒冷フィールドセンターグループ 農学部附属寒冷フィールドサイエンス教育研究センター関係全般

監査室 監査グループ 内部監査、監事監査補助

戦略企画・評価分析室
戦略企画グループ 将来構想、部局の設置・改廃

評価分析グループ 認証評価、法人評価、大学ポートレート



３．人材育成・能力開発
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１．人材育成・能力開発

☆ 人事異動 幅広い実務経験，事務全般に精通する能力を養う。

おおむね２～３年ごとに原則大学内での異動

☆ 人事交流（事務系） 復帰を前提とした他機関への出向

主な人事交流先：

（県内）国立岩手山青少年交流の家，一関工業高等専門学校，国立天文台水沢VLBI観測所 等

（県外）文部科学省、日本学術振興会、大学改革支援・学位授与機構、国立大学協会 等

☆ 研修 新採用職員研修、階層別研修、実務研修、自己啓発研修、語学研修、

パソコン研修、文部科学省行政実務研修 等

新
採
用
職
員
研
修
の
様
子

岩手大学事務職員の職位

事務局長

部長・次長

課長・特命課長・事務長

主査（副課長）

主 査

主 任

主 事
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３．人材育成・能力開発〈階層別研修のイメージ〉



４．勤務条件等
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４．勤務条件等
☆初任給（大学新卒者の場合）

月額220,000円（一般職俸給表(一)1級25号俸）

本人の学歴や職歴により異なる。

☆昇給・昇格

・昇給は、毎年1月1日に前年の勤務評価に基づき行われる。

☆諸手当

・通勤手当、住居手当、扶養手当（扶養親族がある場合）

・期末・勤勉手当（いわゆるボーナス。年2回（6月・12月）支給）

・他、超過勤務手当、寒冷地手当、入試手当 等

☆勤務時間

1日7時間45分、8時30分から17時15分まで（休憩時間12時～13時）※異なる場合もある。

フレックスタイム制、テレワークも可能

☆休日 土曜日、日曜日、祝日及び年末年始（12/29～1/3）

☆休暇 年次休暇、特別休暇（リフレッシュ休暇、結婚休暇、忌引休暇、

看護休暇、介護休暇、産前産後休暇等）、病気休暇
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４．勤務条件等

☆育児休業 子を養育する場合に、その子が3歳に達する日以後の最初の3月31日まで

の間、性別を問わず取得できる。（休業中は無給）

☆介護休業 配偶者、子、父母等が負傷、疾病等により、2週間以上にわたり介護を必要と

する場合に取得できる。（休業中は無給）

☆配偶者転勤等同伴休業 配偶者の海外転勤等に伴い配偶者に同伴する職員(2年以上

在職者及び復帰後5年以上在職予定者)の継続的な勤務を

促進するため3年を超えない範囲で取得できる。（休業中は無給）

☆社会保険 共済組合（医療）、厚生年金、介護保険、労災保険、雇用保険

☆福利厚生

・健康診断 労働安全衛生法に基づき健康診断を実施

・レクリェーション ソフトボール、ボウリングなどを実施

・学内施設 体育館，プールなどの体育施設や図書館を利用できる。

・職員宿舎

▶ 岩手大学・岩手銀行保育所
「がんちゃんすくすく保育園」開園 2018.3月

国立大学と地方銀行による
内閣府企業主導型保育所設置は

25
18 15

19
13

0

10

20

30

育休取得者数
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４．勤務条件等

職員住宅ノースヒルズ北山 H26.3新築
家賃は普通のアパート並。住居手当支給。
敷金・礼金・仲介手数料なし。

ボウリング（秋～冬）
ソフトボール（夏）

さんさ踊り（８月初旬）

さんさ踊り（８月初旬）



５．岩手大学が求める職員像
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５．岩手大学が求める職員像
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『岩手の“大地”と“ひと”と共に』歩んでいる

岩手大学で一緒に働いてみませんか。
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